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冬期の節電ポスター 

 

トラックステージでの紙芝居や省エネ演劇、エコカー展示、会場内を巡る「ねり☆エ

コクイズラリー」など、暮らしの中でできるエコの啓発に取り組みました。 

練馬まつり・健康フェスティバル・練馬産業見本市の来場者とあわせて約 35,300

人が来場されました。 

 

⑼ 節電の取組 

令和元年度は、家庭での「無理のない賢い節電」を呼びか

けるためのポスターを区内の公設掲示板等に掲示しました。 

また、区立施設でも、利用者などの健康管理に配慮しなが

ら節電に取り組みました。 

 

⑽ ねりま打ち水大作戦 

打ち水の効果や楽しさを広く周知・啓発することによ

り、区民一人ひとりがヒートアイランド対策に積極的に

取り組む契機となることを目的としています。令和元年

度は、７月 23 日から８月 23 日を「ねりま打ち水強化月

間」と定め、各家庭での取り組みに加え、区立施設や町

会・自治会など 27 団体が打ち水を実施しました。 

 

⑾ 練馬区民環境行動連絡会の活動支援 

平成 16 年８月に策定された「練馬区民環境行動方針」に基づき、提案さ

れたプロジェクトを実現するため、事業実施グループ間の連絡・調整等を図

るための組織として「練馬区民環境行動連絡会」(以下「連絡会」といいま

す。)が平成 17 年４月に発足しました。区は連絡会と共催で、区民環境行動

講演会の開催や広報紙の編集・発行など、連絡会の活動を支援しています。

令和元年度は、区民環境行動講演会「自然観察の楽しみ方」を開催し、連絡

会の広報紙「もっと！青い空」を２回発行しました。 

 

⑿ 練馬区地球温暖化対策地域協議会(ねり☆エコ) 

区内の日常生活に起因する温室効果ガスの排出抑制に必要な取組を協議
し、企画・実施するため、平成 22 年５月に設立されました。 

平成 23 年度に区民公募により、「ねり☆エコ」という愛称になりました。 
練馬区をはじめ、区民団体、事業者団体、教育関係者、学識経験者、行政

関係機関など 29 会員で構成されています。 
令和元年度には「ねりまエコスタイルフェア」のほか、国が定める各種月 

間に合わせて、環境月間講演会「自分でできる CO₂の削減～私たちの生活と    
地球温暖化の関係」や環境月間行事「スタート！エコライフ 2019」、地球温 
暖化防止月間講演会「地球温暖化のしくみと海の役割～私たちができること 
～」を開催しました。 

また新規事業として、環境野外講座「地球と自然の大切さを学ぼう」の開
催や、地球温暖化や省エネに関する知識をクイズ形式で学べる「ねり☆エコ
e-ラーニング」の開設など、新たな対象に向けた事業を行いました。  

その他、事業者向け講習会の開催、小学３年生から中学２年生を対象に地
球環境に関する絵を募集する「こどもエコ・コンクール」の実施、地球温暖
化対策に寄与する民間イベントの後援、地域イベントへの協力などを通じて、
節電・省エネ・省資源を働きかけ、温室効果ガスの排出抑制などを啓発して
います。 

商店街での打ち水イベント  
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第６項 区の事務事業における環境配慮活動の推進 

１ 練馬区環境マネジメントシステム(ねりまエコプラン) 

区は、事務事業を執行する中で、率先して地球温暖化防止をはじめとする
環境課題の解決に向けて取り組んでいます。 
平成 13年度に環境マネジメントシステムの世界共通の規格である ISO14001

を認証取得しました。平成 23年度からは区独自の「練馬区環境マネジメント
システム(ねりまエコプラン)」に基づき、環境への負荷を低減し、環境法令を
遵守するとともに、環境課題の解決に向けて取り組んでいます。 

 

２ 練馬区環境管理実行計画 
⑴ 温室効果ガス排出量の削減 

地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、事業者としての区が、自ら
の事務事業に伴う温室効果ガス排出量の削減を目的として平成 23 年に策定
しました。 
平成 28 年に令和

元年度を終期とす
る第二次計画を策
定しました。計画で
設定した目標は、右
表のとおり、いずれ
も達成しました。 
※１ 平成 21 年度排出係数 

※２ 指定管理者施設を含

めた使用量を算出でき

る平成 23 年度を基準年

とする 

   令和２年３月に 
   第三次計画を策定
しました。この計
画では、令和 12 年
度までに、平成 25
年度比 26%の温室効
果ガス排出量の削
減を目指します。 

 
⑵ 温室効果ガス等
の排出の削減に配慮した契約の締結 
「国等における温室効果ガス等の排出の削減に配慮した契約の推進に関

する法律」（以下「環境配慮契約法」といいます。）第 11 条第４項の規定に
基づく令和元年度における契約の締結実績の概要はつぎのとおりです。 
環境配慮契約法および練馬区電力調達に係る環境配慮方針に基づき、温室

効果ガス等の排出の削減に配慮した競争入札等を行っています。令和元年度
は、156の区立施設において契約を締結しました。 

 
⑶ プラスチックごみの削減 

プラスチックごみが大量に自然界に流出し、生態系ひいては人体への影響
が懸念されています。令和元年 12 月「練馬区役所プラスチック削減指針」
を策定し、事務事業におけるプラスチックごみの発生抑制に向けた取組を積
極的に進めています。 

 
令和元年度

実績 

目標値 
(平成 21 年度

比 7%削減 ) 

平成 30 年度

実績 

温室効果ガス排出量

※１(t-CO2eq) 
42,319 43,003 42,978   

電気使用量(kWh) 70,378,085 75,451,501 72,398,844  

 
令和元年度

実績 

平成 21 年度

実績 

平成 30 年度

実績 

都市ガス使用量 (㎥) 4,769,640 4,754,282   4,683,264   

ＬＰＧ使用量(kg) 47,172   49,628   50,369   

重油使用量(ℓ) 350,712   405,044   397,441   

灯油使用量(ℓ) 2,766   4,071   3,467   

地域冷暖房熱使用量

(GJ) 
12,016   29,679   9,190   

自動車燃料使用量

(ガソリン換算値)(ℓ) 
171,182   282,758   175,855   

水道使用量(㎥) 1,442,770 1,634,837   1,583,840   

用紙使用量 

(A4 換算値)(枚)※２ 
120,768,112   105,573,660 120,183,204   

廃棄物排出量(t) 2,194   3,241   2,215   
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※環境方針は、区が環境配慮活動を行っていくうえでの基本方針であり、この

方針に基づき区が行動することを、区の内外に約束するものです。 

 

練馬区環境方針 

 

(基本理念) 

練馬区は、みどり豊かな環境にやさしいまちをつくるために、みどりと水

辺を保全し、自然や生き物と共生できる環境の創出を目指します。また、大

量生産、大量消費、大量廃棄型の社会経済システムと生活様式を見直し、 

ごみの発生抑制やリサイクルの推進を通じて循環型社会を形成し、足元か

ら地球環境の保全に貢献します。 

このかけがえのない練馬区の環境を次の世代へと引き継いでいくために

は、区民、事業者、区が連携して、環境を大切にする文化を育むとともに、

環境を保全するための仕組みをつくることが、何よりも大切です。 

そのために、区は、以下の基本方針に則り、環境基本条例や環境基本計画

に基づく施策を率先して推進します。 

 

(基本方針) 

１ 率先して環境への負荷を減らします。 

⑴ 区政の効率化に努め、事務事業に伴う環境への負荷を低減します。 

⑵ 環境法令を遵守し、環境汚染の未然防止に努めます。 

⑶ 区は、環境目的および目標を設定し、組織の全員が環境マネジメントシ

ステムを推進するとともに、常に見直しを行い、継続的な改善に努めます。 

 

２ みどりと共生できる生活都市を推進します。 

⑴ みどりと水に恵まれた、美しいまちをつくります。 

⑵ 環境汚染から区民の健康と生活環境を守ります。 

⑶ 地球環境保全のための足元からの行動を広げます。 

 

３ 区民・事業者・区が連携した環境保全活動を推進します。 

⑴ 環境にやさしいこころを育み、環境にやさしい仕組みをつくります。 

⑵ それぞれの役割や連携のあり方、取り組むべきことを明らかにし、環境  

保全を推進します。 

⑶ 区の環境方針および環境マネジメントシステムによる成果は区職員全

員に周知徹底するとともに区民・事業者を始め広く一般に公表します。  
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